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は
じ
め
に

　
稿
者

は
、
飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
を
順
次
読
み
進
め
る
作
業

を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
下
巻
の
部
類
歌
の
う
ち
四
季
・
恋
の
歌
に
つ
い

て

検
討
し
た
い
。

　

『明
日
香
井
集
』
の
構
…
成
を
略
記
す
る
と
、
上
巻
に
は
定
数
歌
を
収
め
、
下

巻

に
は
、
前
半
に
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
を
詠
作
順
に
配
し
、
後
半
に
四

季
・
恋
・
雑
の
部
類
歌
を
収
め
る
。
本
稿
で
は
こ
の
部
類
歌
の
う
ち
、
四
季
・

恋
の
歌
（
歌
番
号
一
二
九
九
～
一
四
七
九
）
中
の
、
贈
答
歌
の
他
人
詠
七
首
を

除
い
た
一
七
四
首
を
検
討
対
象
と
す
る
。
便
宜
上
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
「
四

季
・
恋
歌
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
こ
の
中
で
題
詠
歌
で
は
な
い
の
は
一
二
首

の
み

で
、
題
詠
歌
が
多
い
（
恋
歌
は
す
べ
て
が
題
詠
で
あ
る
）
こ
と
が
雑
部
と

異

な
る
た
め
、
雑
部
と
は
分
け
て
検
討
し
た
い
。
「
四
季
・
恋
歌
」
の
う
ち
、
詠

作
時
期
な
ど
が
判
明
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
以
前
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
注
一
）
。
「
四
季
・
恋
歌
」
に
は
勅
撰
集
入
集
歌

が
少
な
く
、
一
三
二
四
（
『
新
古
今
集
』
一
四
五
六
）
・
一
四
四
四
（
『
続
千
載

集
』
一
四
五
三
）
・
一
四
六
九
（
『
続
古
今
集
』
＝
八
七
）
の
三
首
の
み
で
あ

る
。
『
明
日
香
井
集
』
に
は
重
出
歌
が
多
い
が
、
「
四
季
・
恋
歌
」
に
は
重
出
歌

の
一
方
が
一
五
首
存
す
る
（
注
二
）
。

　

「
四
季
・
恋
歌
」
中
の
題
詠
歌
一
六
二
首
は
、
詞
書
に
よ
り
①
詠
作
時
期
が

判
明
す
る
も
の
一
六
首
、
②
歌
題
以
外
の
情
報
が
あ
る
も
の
七
首
、
③
歌
題
し

か

記

さ
れ
て
い
な
い
も
の
＝
七
首
、
④
「
春
の
歌
の
中
に
」
な
ど
漠
然
と
し

た
詞
書
の
も
の
（
注
三
）
二
二
首
、
に
大
別
で
き
る
。
た
だ
し
、
①
②
に
は
、

「家
会
に
」
（
一
三
一
九
・
一
三
三
一
・
二
二
四
九
～
二
二
五
五
・
二
二
六
四
・

一
三
六
七
）
、
「
歌
合
し
侍
り
け
る
に
」
（
一
三
九
一
）
と
い
う
、
雅
経
が
主
催
し

た
こ
と
を
示
す
詞
書
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
他
者
が
主
催
し
た
歌
会
等
で
あ
る

こ
と
が
明
確
で
あ
る
も
の
は
な
い
こ
と
か
ら
、
③
④
も
同
様
に
考
え
て
良
い
の

で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
四
季
・
恋
歌
」
の
多
く
は
、
雅
経
主
催

の

歌
会
・
歌
合
で
詠
ま
れ
た
も
の
、
お
よ
び
雅
経
が
個
人
的
に
詠
ん
だ
も
の
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
①
②
に
は
、
前
述
の
「
家
会
に
」
、
「
歌
合
し
侍
り
け

る
に
」
の
ほ
か
、
「
当
座
歌
合
に
」
（
二
二
八
五
）
、
「
影
供
三
首
に
」
（
＝
二
四

二
・

一
三
七

五
・
一
四
四
六
）
な
ど
、
他
の
歌
人
の
参
加
を
窺
わ
せ
る
も
の
も

あ
る
が
、
そ
の
時
の
作
と
確
認
で
き
る
他
者
の
詠
は
な
い
。
①
～
③
の
歌
題
に

は
、
他
に
作
例
の
見
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。
ま
た
、
③
の
歌
は
ど
の
よ
う
な
機
会
に
詠
ま
れ
た
の
か
不
明
と
言
う

ほ
か
な
い
が
、
『
明
日
香
井
集
』
内
に
同
じ
題
で
詠
ま
れ
た
作
が
ほ
か
に
存
在
す

る
例
が
複
数
あ
る
こ
と
、
重
出
歌
が
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
お
お
ま
か
な
推

定
は
で
き
る
作
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
雅
経
の
歌
に
は
、
流
行
表
現
や
、
同
時
代
以
前
に
は
あ
ま
り
用
例
の
見
ら
れ

な
い
新
し
い
表
現
、
作
例
の
少
な
い
表
現
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

一
（1）一



カ

　
ま
た
本
歌
取
詠
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
「
四
季
．
恋
歌
」
に
も
流
行
表
現

1　
　
を
除
い
て
そ
れ
ら
は
多
く
見
ら
れ
る
。

　
　
　
本
稿
で
は
、
歌
題
・
歌
題
の
み
記
さ
れ
て
い
る
歌
・
本
歌
取
詠
の
三
点
に
つ

　
　
い
て

検
討
し
た
い
。

歌
題
に

つ
い
て

　

「
四
季
・
恋
歌
」
に
は
一
二
二
の
歌
題
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
他
に

作
例
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
が
多
く
、
四
六
例
も
あ
る
。
ま
た
、
作
例
の
少
な

い
題
も
三
七
例
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
散
逸
し
た
歌
会
・
歌

合
歌

は
多
い
上
、
異
な
る
表
記
が
さ
れ
て
い
る
た
め
に
検
索
し
き
れ
て
い
な
い

例

も
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
作
例
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
応
の
傾
向
と
考
え
る
こ

と
は
で
き
よ
う
。
「
四
季
・
恋
歌
」
の
多
く
が
、
前
述
の
よ
う
に
雅
経
主
催
の

歌
会
等
ま
た
は
雅
経
が
個
人
的
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
歌
題
を
設

定

し
た
の
も
雅
経
自
身
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、

い

ず
れ
も
雅
経
の
私
的
な
百
首
歌
と
考
え
ら
れ
る
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

の

『千

日
影
供
百
首
和
歌
』
に
「
十
楽
」
、
同
年
の
『
春
日
社
百
首
』
に
「
十

喩
」
と
い
う
雅
経
以
前
の
作
例
が
多
く
な
い
題
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
建
保
二
年

（
一
二
一
四
）
の
『
百
日
歌
合
』
で
は
雅
経
以
前
に
作
例
の
見
ら
れ
な
い
題
が

六
〇

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
（
注
四
）
、
雅
経
は
珍
し
い
題
を
好
む
傾
向
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
雅
経
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら
れ

歌
人

と
し
て
の
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
で
、

『千

日
影
供
百
首
和
歌
』
・
『
春
日
社
百
首
』
は
雅
経
の
和
歌
活
動
の
中
で
は
比

較
的
早
い
時
期
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
「
四
季
・
恋
歌
」
中
で
詠
作

時
期
の
知
ら
れ
る
作
の
う
ち
最
も
遅
い
「
承
久
二
年
（
二
一
二
〇
）
七
月
十
七

日
影
供
三
首
」
で
は
、
「
古
径
萩
」
（
一
三
四
二
）
「
暁
初
雁
」
（
一
三
七
五
）
の

二
題
は
こ
れ
以
前
の
作
例
は
知
ら
れ
ず
、
「
寄
荻
恋
」
（
一
四
四
六
）
は
作
例
が

少
な
い
。
雅
経
が
没
し
た
の
が
翌
承
久
三
年
三
月
一
一
日
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
雅
経
が
珍
し
い
題
を
好
む
傾
向
は
終
生
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
他
に
作
例
が
少
な
い
題
を
中
心
に
旦
ハ
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。
本
稿

で

は
、
便
宜
上
、
雅
経
歌
に
先
行
す
る
作
例
と
、
先
後
が
不
明
な
作
例
を
合
わ

せ
て

五
例
以
下

し
か
見
だ
せ
な
か
っ
た
題
を
、
作
例
が
少
な
い
題
と
し
て
扱
う

こ
と
と
す
る
。

　

二
二
四
一
の
題
は
「
野
径
薄
」
で
あ
る
が
、
雅
経
と
同
時
代
以
前
で
は
『
為

忠
家
初
度
百
首
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
先
述
の
『
百
日
歌
合
』
に
は
、
同
時

代
以
前
で
は
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
題
が
三
例
存
す
る
ほ

か
、
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
・
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
を
念
頭
に
詠
ん
だ
と
考
え
ら

れ

る
歌
が
見
ら
れ
、
雅
経
は
両
作
品
に
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
「
野
径
薄
」
は
雅
経
が
『
為
忠
家
初
度
百
首
』
の
影
響
下
に
選
択
し
た
題
で

あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
作
例
が
少
な
い
題
を
見
て
い
る
と
、
『
明
日
香
井
集
』
以
外
に
そ
の
題
が
見
ら

れ

る
歌
集
等
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
多
い
の
が
、
『
重
家
集
』
・
『
和
歌

一
字
抄
』
な
ど
の
六
条
家
歌
人
の
家
集
お
よ
び
歌
書
と
、
『
月
詣
集
』
・
『
林
葉

集
』
で
あ
る
。
六
条
家
関
連
で
は
、
『
重
家
集
』
と
共
通
す
る
の
が
、
「
＊
兼
思

七
夕
」
（
『
明
日
香
井
集
』
の
歌
番
号
一
三
三
六
、
以
下
同
じ
）
・
「
落
葉
埋
橋
」

（
一
三
九
六
）
・
「
隔
関
恋
」
（
一
四
三
六
）
、
『
清
輔
集
』
と
共
通
す
る
の
が
「
落

葉
埋
路
」
（
一
三
九
七
）
・
「
＊
毎
夜
違
約
恋
」
（
一
四
五
八
）
・
「
不
慮
遇
恋
」
（
一

四
七
〇
、
『
清
輔
集
』
で
は
「
不
慮
会
恋
」
）
、
『
季
経
集
』
と
共
通
す
る
の
が

「歳
暮
恋
」
（
一
四
四
一
）
・
「
物
隔
談
恋
」
（
一
四
六
五
）
、
『
六
条
修
理
大
夫
集
』

と
共
通
す
る
の
が
「
落
葉
埋
橋
」
（
一
三
九
六
）
、
『
和
歌
一
字
抄
』
と
共
通
す
る

の

が

「
＊
月
照
亡
屋
」
（
一
三
六
五
、
歌
の
作
者
は
源
俊
頼
で
、
『
散
木
奇
歌
集
』

一
（2）一



『明日香井集』下巻の四季・恋歌

に
も
所
収
）
・
「
時
時
遇
恋
」
（
一
四
七
一
、
『
和
歌
一
字
抄
』
で
は
「
時
時
会
恋
」
。

歌
の

作
者
は
源
顕
国
）
で
、
一
〇
題
一
一
例
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
＊
を
付
し

た
も
の
は
、
両
者
以
外
に
作
例
が
見
ら
れ
な
い
題
で
あ
る
。

　
同
様
に
、
『
月
詣
集
』
に
お
い
て
は
、
「
＊
霧
隔
山
路
」
（
二
二
七
九
）
・
「
海
辺

初
冬
」
（
二
二
九
二
）
・
「
落
葉
埋
橋
」
（
一
三
九
六
）
・
「
寄
藤
花
恋
」
（
一
四
四

五
）
・
「
＊
懸
示
現
恋
」
（
一
四
五
四
、
『
月
詣
集
』
で
は
「
示
現
を
た
の
む
恋
」
）
・

「
＊
聞
詞
怨
恋
」
三
四
五
六
）
・
「
＊
随
日
増
恋
」
（
一
四
六
一
）
・
「
＊
見
返
事

無
字
恋
」
（
一
四
七
八
）
の
八
例
が
見
ら
れ
る
。
『
林
葉
集
』
で
は
「
鹿
声
遠
近
」

（
二
二
七
三
）
・
「
寄
秋
風
恋
」
（
一
四
四
七
）
・
「
寄
鹿
恋
」
（
一
四
四
八
）
・
「
厭

恋
思
後
世
」
（
一
四
七
七
）
が
あ
る
。

　
和
歌
内
容
が
共
通
す
る
例
も
、
数
は
少
な
い
も
の
の
存
在
す
る
の
で
検
討
し

た
い
。

　
　
毎
夜
違
約
恋

夜
半
ご
と
の
そ
の
い
つ
は
り
を
し
る
べ
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　

い

と
ふ
ご
ひ
ぢ
に
か
よ
ひ
な
れ
ぬ
る
（
一
四
五
八
）

夜
な
夜
な
の
そ
ら
だ
の
め
こ
そ
う
れ
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
わ
す
れ
ず
が
ほ
の
情
と
思
へ
ば
（
『
清
輔
集
』
二
七
〇
）

　
　
　

「違
約
恋
」
を
含
む
題
の
歌
は
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

　
　
は
、
た
と
え
ば
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』
の
「
臨
期
違
約
恋
」
題
「
思
ひ
き
や

　
　
し
ち
の
は
し
が
き
か
き
つ
め
て
も
も
夜
も
お
な
じ
ま
う
ね
せ
ん
と
は
」
（
四
二
、

　
　
藤
原
俊
成
）
の
よ
う
に
、
約
束
を
違
え
ら
れ
た
こ
と
を
嘆
く
か
怨
む
も
の
で
あ

　
　

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
雅
経
歌
と
清
輔
歌
で
は
、
違
約
で
す
ら
「
し
る
べ
に
て
」

　
　

「う
れ
し
け
れ
」
と
前
向
き
に
と
ら
え
、
な
ん
と
か
恋
を
継
続
し
よ
う
と
す
る

η－
　
と
い
う
発
想
が
共
通
し
て
い
る
。
雅
経
が
清
輔
歌
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

時
時
遇
恋

お
の
つ
か
ら
く
る
は
す
く
な
き
し
け
い
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　

い
か

な
る
ふ
し
に
た
え
か
は
て
な
ん
（
一
四
七
こ

　
　
時
時
会
恋

我
が
恋
は
し
つ
の
し
け
糸
す
ち
よ
わ
み
絶
ま
は
お
ほ
く
く
る
は
す
く
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『和
歌
一
字
抄
』
一
六
一
、
源
顕
国
）

　
顕
国
歌
は
『
金
葉
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
（
二
度
本
の
歌
番
号
五
一
四
、

詞
書
は
「
摂
政
左
大
臣
家
に
て
と
き
ど
き
あ
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
」
）
。
「
し

け
い
と
（
経
糸
）
」
は
繭
の
外
面
か
ら
取
っ
た
粗
い
糸
の
こ
と
だ
が
、
雅
経
に

こ
の
歌
以
外
の
作
例
は
な
い
。
二
首
と
も
「
（
糸
を
）
繰
る
」
に
「
来
る
」
を
掛

け
、
経
糸
の
繊
維
が
弱
く
「
繰
る
」
こ
と
が
少
な
い
よ
う
に
あ
な
た
が
来
る
こ

と
が
少
な
い
と
詠
ん
で
題
意
を
満
た
し
て
い
る
。
「
我
が
恋
は
」
歌
が
、
恋
人
の

訪
れ
が
少
な
い
と
い
う
現
状
の
み
を
詠
ん
だ
の
に
対
し
て
、
雅
経
歌
で
は
「
糸
」

の

縁
語

「絶
え
」
を
読
み
こ
ん
で
将
来
へ
の
不
安
を
示
し
て
い
る
点
に
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
雅
経
歌
は
発
想
の
多
く
を
「
我
が
恋
を
」
歌
に
依
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　
以

上
、
作
例
の
少
な
い
題
は
一
定
の
歌
集
・
歌
書
と
の
一
致
が
多
く
、
和
歌

を
も
摂
取
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
歌
題
を
雅

経
が
上

記
の
歌
集
・
歌
書
を
参
照
し
て
選
ん
だ
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
雅
経
歌
以
前
の
作
例
が
一
例
し
か
見
い
だ
せ
な
い
題
は
、
上
記
の
他
「
鹿
声

両
方
」
（
二
二
七
四
）
1
『
千
載
集
』
（
作
者
覚
延
）
、
「
寝
人
恋
人
」
（
一
四
五

二
）
1
『
広
言
集
』
が
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
に
示
し
た
歌
集
の
成
立
時
期
は
非

一
（3）一
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常
に
近
い
。
『
月
詣
集
』
は
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
成
立
し
た
が
、
『
季
経

集
』
・
『
広
言
集
』
は
『
月
詣
集
』
編
纂
の
た
め
の
資
料
と
さ
れ
た
寿
永
百
首
家

集
で
あ
る
。
ま
た
『
清
輔
集
』
は
、
晩
年
の
自
撰
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

清
輔
は

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
に
没
し
て
い
る
。
『
重
家
集
』
・
『
林
葉
集
』
は

い
ず
れ

も
治
承
二
年
の
成
立
で
、
全
て
が
西
暦
一
一
八
〇
年
前
後
に
成
立
し
て

い

る
こ
と
に
な
る
。
藤
原
顕
季
（
天
喜
三
年
＝
〇
五
五
」
1
保
安
四
年
三

一
二

三
］
）
自
撰
か
と
さ
れ
る
『
六
条
修
理
大
夫
集
』
と
、
仁
平
元
年
（
一
一
五

三
）
頃
の
成
立
の
『
和
歌
一
字
抄
』
の
み
が
例
外
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
想
像

の

域
を
出
な
い
が
、
雅
経
が
こ
れ
ら
近
代
の
作
品
に
関
心
を
持
っ
た
時
期
が
あ

り
、
自
身
が
作
歌
す
る
際
に
こ
れ
ら
の
歌
集
・
歌
書
中
に
見
ら
れ
る
題
を
用
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
作
例
の
少
な
い
題
に
は
、
上
記
の
ほ
か

に
も
『
親
宗
集
』
『
経
盛
集
』
『
有
房
集
』
『
小
侍
従
集
』
と
い
う
い
ず
れ
も
寿
永

百
首
家
集
と
考
え
ら
れ
て
い
る
家
集
と
共
通
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
注

意
さ
れ
る
。
寿
永
百
首
家
集
の
一
つ
に
雅
経
の
祖
父
の
家
集
『
頼
輔
集
』
が
あ

り
、
雅
経
歌
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
歌
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

水
辺
草
花

風
ふ

け
ば
み
ぎ
は
に
た
て
る
を
み
な
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
の
ま
く
ら
に
を
れ
ふ
し
に
け
り

　
　
水
の
う
へ
の
草
花

ゆ
ふ
ま
ぐ
れ
み
ぎ
は
に
た
て
る
を
み
な
へ
し

　
　
　
　
　
　
な
み
の
よ
る
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ

（
一
三
四
三
）

（『頼
輔
集
』
二
八
）

「水
辺
草
花
」
題
で
詠
ま
れ
た
歌
は
、
『
月
詣
集
』
・
『
如
願
法
師
集
』
な
ど
に
見

ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
萩
か
薄
を
詠
ん
で
い
る
。
頼
輔
歌
で
は
女
郎
花
に
波
が

寄
せ
て
い
る
こ
と
を
案
じ
て
い
る
が
、
雅
経
歌
で
は
風
が
吹
い
た
た
め
に
波
の

上

に
折
れ
伏
し
て
し
ま
っ
た
女
郎
花
を
詠
む
。
頼
輔
歌
の
内
容
を
受
け
て
時
間

が
経
過
し
た
後
の
景
を
詠
ん
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
夏
祓

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
マ

み

そ
ぎ
す
る
か
は
を
か
て
ら
よ
る
な
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　

か

へ
ら
ぬ
さ
き
に
く
れ
ぬ
こ
の
日
は
（
一
三
三
二
）

　
　
供
花
会
、
聞
暁
鐘
欲
帰
恋
こ
と
を

よ
を
こ
め
て
か
ね
の
お
と
だ
に
き
こ
え
ず
は

　
　
　
　
　
　
か

へ
ら
ぬ
さ
き
に
も
の
は
お
も
は
じ
（
『
頼
輔
集
』
七
〇
）

　
雅
経
歌
に
は
誤
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
歌
意
が
わ
か
り
に
く
い
が
、

「
よ
る
な
み
の
」
ま
で
は
序
詞
で
、
「
か
へ
ら
ぬ
」
は
波
と
自
分
の
両
方
と
考
え

ら
れ
る
。
歌
の
内
容
が
全
く
異
な
る
の
で
こ
の
二
首
は
無
関
係
で
あ
る
可
能
性

も
少
な
く
な
い
が
、
「
か
へ
ら
ぬ
さ
き
に
」
と
い
う
表
現
は
雅
経
歌
以
前
に
は
こ

の
頼
輔
歌
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　
作
歌
を
始
め
る
際
、
親
族
の
作
品
を
学
ぶ
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

初
学
期
の
雅
経
は
『
頼
輔
集
』
を
読
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
『
頼

輔
集
』
か
ら
、
同
じ
寿
永
百
首
家
集
や
そ
れ
を
資
料
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
月

詣
集
』
な
ど
へ
雅
経
の
関
心
は
広
が
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
（4）一

　
題
は
少
し
異
な
る
が
、
雅
経
歌
は
頼
輔
歌
と
二
句
余
り
が
一
致
し
て
お
り
、

頼
輔
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
水
際
の
女
郎
花
を
詠
ん
だ
歌
自

体
が
少
な
く
、
管
見
に
入
っ
た
の
は
こ
の
ほ
か
に
二
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、

二
　
　
歌
題
の
み

が
記
さ
れ
て
い
る
歌

「
四
季
・
恋
歌
」
に
お
い
て
、
歌
題
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
歌
は
、
ど
の
よ



「明日香井集』下巻の四季・恋歌

う
な
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
会
と
呼
ぶ
ほ
ど
改
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
内

輪
の
場
で
の
作
、
歌
合
な
ど
の
た
め
に
複
数
詠
ん
だ
中
で
不
採
用
と
な
っ
た
も

の
、
習
作
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
歌
題
お
よ
び
作
品
か
ら
こ
の
点
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
習
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
作
を
取
り
あ
げ
る
。

　
　
終

日
見
菊

ね
や
の
う
ち
を
あ
さ
ひ
と
と
も
に
た
ち
い
で
て

　
　
　
　
　
　
　
　

い

る
ま
で
ぞ
み
る
し
ら
ぎ
く
の
は
な

　
　
思
高
人
恋

か

ず
な
ら
ぬ
身
に
あ
ふ
程
の
き
み
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　

お

も
ひ
あ
り
と
も
い
は
ま
し
も
の
を

　
　
鹿
声
遠
近

わ
が
い
ほ
の
か
き
ほ
の
み
か
と
き
く
ほ
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　

と
ほ
ざ
と
に
ま
た
を
し
か
鳴
く
な
り

　
　
寝
人
思
人

か

ら
こ
ろ
も
こ
の
つ
ま
と
ま
た
ふ
れ
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

さ
ね
て
人
の
こ
ひ
し
き
や
な
ぞ

　
　
思
三
人
恋

い
つ
れ

を
も
お
も
ひ
た
え
じ
と
す
る
程
に

　
　
　
　
　
　
　
　

み

よ
に
ひ
と
夜
も
め
ぐ
り
あ
ふ
か
な

（
一
三

八
七
）

二
四
五
〇
）

（
一
三
七
三
）

（
］
四
五
二
）

（
一

四
七
五
）

　
　
　
い
ず
れ
も
、
題
を
一
通
り
詠
み
こ
な
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
作
で
あ
る
。

　
　

二
二
七
三
歌
と
同
じ
「
鹿
声
遠
近
」
題
に
「
わ
が
や
ど
の
は
ぎ
ふ
み
し
だ
き
な

　
　
く
鹿
は
ま
た
と
も
を
さ
へ
よ
び
な
か
は
し
そ
」
（
『
林
葉
集
』
五
三
六
）
が
あ
る

　
　

が
、
俊
恵
歌
は
鹿
に
友
と
呼
び
か
わ
す
な
と
言
い
か
け
る
こ
と
で
題
を
表
現
し

勿－
　
て
い
る
。
同
様
に
「
寝
人
思
人
」
題
に
は
「
き
ぬ
ぎ
ぬ
に
な
ら
む
な
げ
き
と
い

ひ

な
し
て
あ
ら
ぬ
な
み
だ
を
き
み
に
か
け
つ
る
」
（
『
広
言
集
』
八
六
）
が
見
ら

れ

る
が
、
も
う
一
人
の
恋
人
の
存
在
を
巧
み
に
暗
示
し
て
い
る
。
一
方
、
雅
経

歌
は
、
一
三
七
三
で
は
「
近
」
を
「
わ
が
い
ほ
の
か
き
ほ
」
、
「
遠
」
を
「
と
ほ

ざ
と
」
で
示
し
、
一
四
五
二
で
は
「
寝
人
」
を
「
こ
の
つ
ま
と
ま
た
ふ
れ
な
が

ら
」
、
「
思
人
」
を
「
か
さ
ね
て
人
の
こ
ひ
し
き
」
で
示
す
と
い
う
よ
う
に
、
題

意
を
説
明
す
る
よ
う
な
内
容
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
　
（
月
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
り
け
る
な
か
に
）

月
と
い
へ
ば
ま
つ
お
も
ひ
い
つ
る
木
の
ま
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
ば
と
見
ゆ
る
秋
の
夜
の
空

く
ま
も
な
き
月
み
る
た
び
に
お
も
ひ
い
つ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の

な
か
ば
は
こ
よ
ひ
な
り
け
り

い
ず
れ
も
仲
秋
の
名
月
を
詠
む
が
、

ろ
う
か
。

（
二
二
五
九
）

（
一
三
⊥
ハ
○
）

こ
れ
ら
も
説
明
的
・
散
文
的
で
は
な
い
だ

　
　
雁
声
催
恋

い

つ

は
り
の
な
み
だ
と
も
い
ま
し
ら
露
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
く
か
た
し
ら
ぬ
秋
の
こ
ろ
も
で

（
一
四
五
九
）

　
こ
れ
は
題
と
和
歌
内
容
が
合
わ
な
い
例
で
あ
る
。
「
雁
」
が
詠
ま
れ
て
お
ら
ず
、

脱
落
等
が
あ
る
可
能
性
を
考
え
た
方
が
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

関
路
駒
迎

ゆ
き
な
つ
む
こ
ま
ひ
き
と
め
て
あ
ふ
さ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
き
の
を
が
は
に
し
ば
し
水
か
へ

（
一
一二
⊥ハ八
）

一
（5）
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輯
旅

道
と
ほ
み
駒
ひ
き
と
め
て
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
の
し
み
つ
に
し
ば
し
水
か
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『久
安
百
首
』
五
九
三
、
藤
原
隆
季
）

　
　
（
紅
葉
）

く
れ
な
ゐ
の
や
し
ほ
の
を
か
の
い
ろ
そ
こ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

り
い
で
て
そ
む
る
秋
の
時
雨
に
（
二
二
八
こ

　
　
（
紅
葉
を
）

は
つ
し
ぐ
れ
ふ
り
い
で
て
そ
む
る
も
み
ち
ば
は

　
　
　
　
　
む
べ
く
れ
な
ゐ
の
や
し
ほ
な
る
ら
ん
（
『
教
長
集
』
四
八
二
）

　
こ
れ
ら
は
類
歌
が
あ
る
例
で
あ
る
。
「
ゆ
き
な
つ
む
」
歌
は
、
「
道
と
ほ
み
」

歌
と
三
句
以
上
が
位
置
も
含
め
て
同
一
で
、
別
の
歌
と
言
う
こ
と
す
ら
困
難
な

ほ
ど
で
あ
る
。
初
学
期
に
詠
ま
れ
た
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
く
れ
な
ゐ
の
」
歌
は
こ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
二
句
以
上
が
一
致
し
て
お

り
、
「
ふ
り
い
で
て
」
に
「
（
時
雨
が
）
降
り
だ
し
て
」
の
意
と
「
振
り
出
し
て
」

染

め
る
の
意
を
掛
け
る
点
も
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
上
句
と
下
句
の
語
句
を
入

れ
替
え
た
結
果
、
雅
経
歌
の
方
が
景
を
平
明
に
詠
ん
だ
歌
と
な
っ
て
い
る
。
教

長

は
、
雅
経
の
祖
父
頼
輔
の
兄
で
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
三
月
ま
で
は
存
命

で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
に
生
ま
れ
た
雅
経
と

ど
の
程
度
の
交
流
が
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
雅
経
に
と
っ
て
は
一
族

で
唯
一
の
著
名
な
歌
人
で
あ
り
、
そ
の
家
集
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
あ
ろ
う
。
「
ゆ

き
な
つ
む
」
歌
に
比
べ
れ
ば
先
行
歌
へ
の
依
存
度
は
低
い
が
、
習
作
の
可
能
性

が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
習
作
的
な
作
が
必
ず
し
も
習
作
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「
四
季
・
恋
歌
」

の
、
特
に
歌
題
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
作
に
は
、
和
歌
を
詠
み
始
め
て
間
も
な

い

頃
の
作
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
第
一
節
で
見
た
よ
う
な
他
に
作
例
の
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
い

題
を
多
く
詠
ん
で
い
る
こ
と
は
、
作
歌
の
技
量
を
上
げ
た
り
和
歌
世
界
を
拡
大

す
る
た
め
に
自
身
に
課
し
た
こ
と
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
「
四
季
・
恋

歌
」
に
は
重
出
歌
が
多
い
こ
と
も
、
こ
れ
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
と
り
あ
げ
た
い
。

　

『
明
日
香
井
集
』
に
は
重
出
歌
が
多
く
、
二
八
組
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

「
四
季
・
恋
歌
」
に
重
出
歌
の
一
方
が
収
め
ら
れ
て
い
る
例
が
一
五
組
あ
る
。

三

首
が
『
建
保
四
年
院
百
首
』
と
、
一
二
首
が
元
久
二
年
九
月
九
日
に
詠
作
が

開
始
さ
れ
た
私
的
な
作
品
『
百
首
和
歌
』
と
重
出
し
て
い
る
（
注
五
）
と
い
う

内
訳
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
百
首
歌
の
一
部
を
記
し
た
も
の
が
存

在
し
百
首
歌
中
の
作
と
気
づ
か
ず
に
部
類
歌
に
収
め
て
し
ま
っ
た
、
百
首
歌
を

詠
作
す
る
際
に
既
に
詠
ん
で
い
た
歌
の
一
部
を
使
用
し
た
、
歌
作
を
推
敲
し
た

際
の
初
作
と
完
成
作
、
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
一
五
組
中
七

首
に
は
異
同
が
あ
る
。
大
き
な
異
同
が
あ
る
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ど
の
可

能
性
が
高
い
か
考
え
て
み
た
い
。

　
　
晩
聞
鶉

な
が
め
や
る
す
そ
の
の
秋
の
ゆ
ふ
つ
ゆ
に

　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
や
う
づ
ら
の
と
こ
の
や
ま
か
ぜ
（
二
二
七
七
）

　
　
（
秋
）

お
の
が
ふ
す
す
そ
の
の
秋
の
夕
つ
ゆ
に
な
く
や
う
づ
ら
の
と
こ
の
山
か
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
七
六
、
『
建
保
四
年
院
百
首
』
）

　
　
紅
葉

み

れ
ば

な
ほ
し
た
ば
は
ま
た
じ

　
　
　
　

神
な
び
の
も
り
あ
へ
ぬ
ほ
ど
の
秋
の
し
ぐ
れ
に
（
一
三
八
〇
）

（6）



『明日香井集』下巻の四季・恋歌168

　
　
（
秋
）

み

む
ろ
の
や
し
た
葉
ぞ
お
そ
き
神
な
び
の
も
り
あ
へ
ぬ
程
の
秋
の
時
雨
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（七
七
八
、
『
建
保
四
年
院
百
首
』
）
（
注
六
）

　
　
冬
歌
の
中
に

み

し
ま
ゆ
ふ
み
む
ろ
の
や
ま
の
さ
か
き
ば
を
か
た
に
と
り
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

の

る
か
み
が
き
（
一
四
二
こ

　
　
神
楽

み

し
ま
ゆ
ふ
か
た
に
と
り
か
け
さ
か
き
ば
に
と
き
は
か
き
は
に

　
　
　
　
い

の

る
か
み
が
き
（
五
一
〇
、
元
久
二
年
九
月
『
百
首
和
歌
』
）

　
　
（
冬
歌
の
中
に
）

は
し
ひ
め
の
ま
つ
夜
ふ
け
ゆ
く
月
か
げ
も

　
　
　
　
　
　
　
　

い
ざ
よ
ふ
な
み
の
せ
ぜ
の
あ
じ
ろ
ぎ
（
一
四
二
二
）

　
　
網
代

は
し
ひ
め
の
ま
つ
よ
ふ
け
ゆ
く
か
は
浪
に

月
も
い
ざ
よ
ふ
せ
ぜ
の
あ
じ
ろ
ぎ
（
五
〇
九
、
元
久
二
年
九
月
『
百
首
和
歌
』
）

　
七

七
六
の
「
お
の
が
」
は
鶉
と
考
え
ら
れ
、
自
分
が
伏
し
て
い
る
裾
野
に
置

く
秋
の
夕
露
に
濡
れ
て
、
佗
し
さ
に
鳴
く
鶉
の
寝
床
に
吹
く
鳥
籠
の
山
風
で
あ

る
、
の
意
と
な
る
。
一
方
、
一
三
七
七
で
は
、
題
に
示
さ
れ
る
鶉
の
声
を
聞
く

人

物
が
配
さ
れ
、
私
が
眺
め
て
い
る
裾
野
に
置
く
秋
の
夕
露
に
濡
れ
て
、
の
意

と
な
る
。
視
点
が
裾
野
の
中
に
あ
る
か
、
外
に
あ
る
か
の
違
い
で
歌
全
体
の
景

は
大
き
く
異
な
る
。
歌
の
完
成
度
に
は
大
き
な
差
は
な
い
が
、
「
お
の
が
ふ
す
」

の

方
が
「
伏
す
」
と
「
床
」
が
縁
語
と
な
る
た
め
、
「
鳥
籠
の
山
」
が
詠
み
こ
ま

れ

る
こ
と
が
よ
り
自
然
に
な
ろ
う
。

　
一
三
八
〇
は
初
句
「
み
れ
ば
な
ほ
」
が
説
明
的
で
、
な
く
て
も
歌
意
は
通
る
。

ま
た
、
下
葉
は
通
常
先
ん
じ
て
紅
葉
す
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
る
が
、
七
七
八

で

は
時
雨
の
降
る
量
が
少
な
く
て
下
葉
ま
で
届
か
な
い
た
め
に
紅
葉
す
る
の
が

遅
い

と
詠
ん
で
お
り
、
工
夫
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
四
二
一
と
五
一
〇
で
は
、
一
四
二
一
は
「
三
島
木
綿
」
と
「
三
室
の
山
の

榊
葉
」
の
両
方
を
肩
に
か
け
る
よ
う
に
解
さ
れ
て
し
ま
い
、
五
一
〇
の
方
が
理

解
し
や
す
い
。
ま
た
、
五
一
〇
で
は
「
と
き
は
か
き
は
に
」
の
句
に
よ
り
、
祝

儀
性
が
加
わ
っ
て
い
る
。
一
四
二
一
に
手
を
加
え
て
五
一
〇
の
形
に
な
っ
た
可

能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
一
四
二
一
に
は
「
神
が
き
の
み
む
ろ

の

山
の
さ
か
き
ば
は
神
の
み
ま
へ
に
し
げ
り
あ
ひ
に
け
り
」
（
『
古
今
集
』
神
遊

び
の

歌
、
一
〇
七
四
）
、
五
一
〇
に
は
、
「
み
し
ま
ゆ
ふ
か
た
に
と
り
か
け
神
な

び

の
山
の
さ
か
き
を
か
ざ
し
に
ぞ
す
る
」
（
『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
和
歌
』
四
八
、

藤
原
兼
光
・
『
千
載
集
』
一
二
八
六
　
初
句
「
み
し
め
ゆ
ふ
」
）
と
い
う
類
歌
が
そ

れ

ぞ
れ
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
四
二
二
は
、
橋
姫
が
男
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
夜
が
更
け
て
ゆ
く
が
、
月

の

光
も
、
宇
治
川
の
瀬
々
に
立
て
ら
れ
た
網
代
木
に
せ
き
止
め
ら
れ
て
滞
っ
て

い

る
波
の
上
で
た
ゆ
た
っ
て
い
る
、
の
意
と
な
ろ
う
か
。
一
方
五
〇
九
は
、
橋

姫
が
男
の
訪
れ
を
待
っ
て
い
る
夜
が
更
け
ゆ
く
宇
治
川
の
、
瀬
々
の
網
代
木
に

せ

き
止
め
ら
れ
た
波
の
上
に
月
も
た
ゆ
た
っ
て
い
る
、
の
意
と
な
り
、
詠
ま
れ

て

い

る
情
景
は
変
わ
ら
な
い
が
、
五
〇
九
の
方
が
解
し
や
す
い
。
「
も
の
の
ふ
の

や

そ
宇
治
川
の
網
代
木
に
い
ざ
よ
ふ
浪
の
ゆ
く
へ
し
ら
ず
も
」
（
『
新
古
今
集
』

一
六
五

〇
、
人
麻
呂
・
『
万
葉
集
』
二
六
六
）
を
踏
ま
え
る
。

　
以
上
の

例
を
考
え
る
と
、
既
に
詠
ま
れ
て
い
た
作
な
の
か
、
推
敲
過
程
な
の

か

は
判
断
し
が
た
い
が
、
「
四
季
・
恋
歌
」
に
収
め
ら
れ
る
歌
が
先
に
詠
ま
れ
、

そ
れ
に
手
を
加
え
た
の
が
百
首
歌
中
の
作
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
や
や
高
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　
次

に
、
歌
合
等
に
出
詠
す
る
際
に
複
数
の
歌
が
詠
ま
れ
、
不
採
用
と
な
っ
た

作
が

「四
季
・
恋
歌
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う

一
（7）一
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に
考
え
る
の
は
、
建
保
六
年
八
月
一
一
日
に
清
涼
殿
で
行
わ
れ
た
『
中
殿
御
会
』

歌
と
し
て
『
明
日
香
井
集
』
に
一
二
八
四
と
一
六
七
二
の
二
首
が
収
め
ら
れ
て

お

り
、
こ
の
う
ち
歌
会
本
文
と
一
致
す
る
の
は
一
六
七
二
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

一
二
八
四
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同
様
の
例
が
存

す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
四
季
・
恋
歌
」
で
、
題
の
み
が

記
さ
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、
『
明
日
香
井
集
』
中
に
同
一
の
題
の
歌
が
別
の
箇
所

に
収
め
ら
れ
て
い
る
例
は
一
二
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
立
秋
」
「
千
鳥
」
な
ど
非

常
に
作
例
の
多
い
題
は
除
く
と
、
次
の
四
組
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
海
霞

う
ら
ち
と
ふ
さ
と
の
し
る
べ
そ
ほ
の
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

か

す
め
る
か
た
の
あ
ま
の
も
し
ほ
び

た
ち
ま
よ
ふ
か
す
み
の
袖
や
ふ
る
さ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
ら
が
お
き
の
は
る
の
ふ
な
人

春
の
う
ち
は
い
つ
れ
の
あ
ま
も
も
し
ほ
く
む

　
　
　
　
　
　
　
　

お
な
じ
か
す
み
の
そ
で
の
う
ら
な
み

　
　
野
花

す
み
れ
つ
む
そ
で
と
は
い
は
じ

　
　
　

さ
く
ら
ち
る
の
を
な
つ
か
し
み
は
る
か
ぜ
ぞ
吹
く

ち
る
は
な
の
の
も
り
の
か
が
み
く
も
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
か
げ
つ
ら
き
よ
も
の
あ
ら
し
に

　
　

夏
恋

な
に
は
え
や
う
き
て
も
の
お
も
ふ
夏
の
よ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

み

じ
か
き
あ
し
の
ふ
し
の
ま
も
な
し

き
か
じ
た
だ
人
ま
つ
や
ま
の
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
も
う
ち
つ
け
の
さ
夜
の
ひ
と
こ
ゑ

（
一
三
〇
三
）

（
二
二
〇
四
）

（
一
二
九
五
）

（
二
三
一
〇
）

（
一
二
九
四
）

（
一
四
三
こ

（
一
〇
九
八
）

　
　
寄
葦
恋

ふ
か
き
え
の
う
き
に
し
ほ
る
る
あ
し
の
ね
の

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
よ
の
ち
ぎ
り
も
く
ち
や
し
ぬ
ら
ん

津
の
国
の
な
に
は
し
ら
れ
じ

　
　
　

あ
ま
の
た
く
あ
し
の
し
の
び
に
け
ぶ
り
た
つ
と
も

二
四
四
四
）

（
一
二
⊥
ハ
五
）

　

＝
一
九
五
と
一
二
九
四
は
、
順
徳
天
皇
主
催
の
『
春
日
社
歌
合
』
で
の
作
で

あ
る
が
、
こ
の
歌
合
は
雅
経
が
没
す
る
四
日
前
の
承
久
三
年
三
月
七
日
に
行
わ

れ
、
こ
こ
に
示
し
た
二
題
と
「
述
懐
」
の
三
題
で
あ
っ
た
。
三
題
の
う
ち
の
二

題
の

作
が
見
ら
れ
る
（
「
述
懐
」
も
一
五
七
五
～
一
五
八
三
「
述
懐
歌
あ
ま
た
よ

み

侍
り
け
る
中
に
」
の
よ
う
な
作
が
あ
る
）
こ
と
か
ら
、
一
三
〇
三
・
一
三
〇

四
・
一
三
二
〇
は
こ
の
歌
合
の
た
め
に
詠
ん
だ
が
、
採
用
し
な
か
っ
た
作
で
あ

る
可
能
性
が
存
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
一
三
〇
三
は
、
海
岸
の
道
を
訪
れ
る
と
、
里
が
あ
る
と
い
う
し
る
べ
が
か
す

か

に
見
え
る
。
そ
れ
は
霞
ん
で
い
る
方
角
の
海
人
の
藻
塩
火
で
あ
る
、
の
意
。

浦
路
を
訪
う
人
物
は
旅
人
か
と
思
わ
れ
、
霞
の
奥
に
ほ
の
か
に
見
え
る
藻
塩
火

に
里
の
あ
り
か
を
知
り
、
心
細
さ
を
慰
め
て
い
る
心
境
が
窺
え
る
。
春
の
海
岸

の

穏
や
か
で
は
あ
る
が
や
や
も
の
寂
し
い
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
一
三
〇
四

は
、
霞
が
立
ち
乱
れ
て
い
る
中
で
、
袖
を
振
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
故
郷
で

待
っ
て
い
る
松
浦
の
沖
の
春
の
船
人
は
、
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
「
た
ち
ま
よ
ふ
」

は
勅
撰
集
で
は
『
新
古
今
集
』
初
出
の
新
し
い
表
現
で
あ
る
。
「
霞
の
袖
」
は
、

慈
円
や
藤
原
家
隆
ら
新
古
今
歌
人
が
多
用
し
た
流
行
表
現
で
あ
る
。
雅
経
は
、

ど
ち
ら
の
表
現
も
こ
こ
に
示
し
た
他
に
三
首
に
用
い
て
い
る
。
一
二
九
五
は
、

春
の
間
は
ど
こ
の
海
人
も
藻
塩
を
汲
ん
で
い
る
、
同
じ
霞
の
袖
に
包
ま
れ
て
、

打
ち
寄
せ
る
浦
波
の
中
で
、
の
意
か
。
「
そ
で
の
う
ら
な
み
」
に
出
羽
国
の
歌
枕

「袖
の
浦
」
を
掛
け
て
い
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
い
つ
れ
」
は
ど
の
海
岸

一
（8）一
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で

も
の
意
と
思
わ
れ
る
の
で
、
掛
詞
と
は
せ
ず
に
解
釈
し
た
。
霞
に
包
ま
れ
な

が
ら
仕
事
に
勤
し
む
漁
民
の
日
常
に
対
す
る
優
し
い
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ

の

三
首
を
比
べ
る
と
、
二
二
〇
四
が
や
や
解
し
に
く
い
が
、
他
の
二
首
に
は
優

劣
は
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
三
二
〇
は
、
す
み
れ
を
摘
ん
で
い
る
袖
だ
と
は
言
う
ま
い
、
桜
が
散
る
野

を
懐
か
し
ん
で
春
風
が
吹
く
、
の
意
。
上
二
句
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
わ

か

り
に
く
い
が
、
す
み
れ
を
摘
む
の
を
春
風
に
邪
魔
し
な
い
で
ほ
し
い
の
だ

が
、
春
風
の
心
境
を
思
い
や
っ
て
言
わ
ず
に
お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
一
二
九
四
は
、
花
が
散
る
野
の
野
守
の
鏡
は
曇
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ

う
、
思
う
だ
け
で
も
つ
ら
く
な
る
よ
う
な
嵐
の
せ
い
で
、
の
意
か
。
「
面
影
つ
ら

き
」
が
や
や
解
し
に
く
い
。
雅
経
以
前
に
は
作
例
の
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る

が
、
雅
経
は
好
ん
だ
ら
し
く
他
に
二
首
に
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。

　
一
四
三
一
は
、
難
波
江
の
「
う
き
」
で
は
な
い
が
、
つ
ら
い
物
思
い
を
し
て

い

る
夏
の
夜
の
短
さ
に
、
短
い
葦
の
節
の
間
ほ
ど
の
伏
す
間
も
な
い
、
の
意
。

「
な
に
は
が
た
み
じ
か
き
あ
し
の
ふ
し
の
ま
も
あ
は
で
こ
の
よ
を
す
ぐ
し
て
よ

と
や
」
（
『
新
古
今
集
』
一
〇
四
九
、
伊
勢
）
を
本
歌
と
す
る
。
一
〇
九
八
は
、

建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
九
月
十
三
夜
に
行
わ
れ
た
『
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
』

中
の
一
首
。
人
を
待
つ
と
い
う
松
山
で
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
は
決
し
て
聞
く

ま
い
、
夜
の
一
声
を
聞
い
た
ら
、
私
も
急
に
人
恋
し
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
の

意
。
歌
合
で
は
藤
原
公
継
の
歌
と
番
え
ら
れ
て
持
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
四
四
四
は
『
続
千
載
集
』
（
一
四
五
三
、
詞
書
「
恋
歌
の
中
に
」
）
に
入
集

す
る
。
深
い
入
り
江
の
泥
の
中
で
濡
れ
て
い
る
葦
の
根
の
節
が
朽
ち
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
、
毎
夜
繰
り
返
し
た
約
束
も
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、

の

意
。
一
二
六
五
は
建
保
四
年
＝
月
一
日
の
『
内
裏
御
会
』
で
の
作
。
こ
の

ほ
か
「
寒
山
月
」
「
遠
村
雪
」
の
三
題
で
、
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
雅
経
は
講
師

を
務
め
た
。
摂
津
の
国
の
難
波
の
海
人
が
焚
く
葦
が
、
隠
し
て
い
て
も
煙
が
立

つ

よ
う
に
、
忍
ん
で
い
て
も
噂
が
た
つ
と
し
て
も
、
決
し
て
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
よ
う
、
の
意
。

　
一
四
三
一
と
一
四
四
四
は
、
同
じ
和
歌
行
事
で
詠
ま
れ
た
他
の
題
の
歌
が

「
四
季
・
恋
歌
」
中
に
見
ら
れ
ず
、
歌
合
・
歌
会
の
た
め
の
詠
作
で
あ
る
可
能

性

は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
う
。
一
三
〇
三
・
一
三
〇
四
・
一
三
二
〇
が
『
春

日
社
百
首
』
の
た
め
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
四
季
・
恋
歌
」

に
は
初
学
期
の
作
か
ら
最
晩
年
の
作
ま
で
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

初
学
期
の
詠
と
は
考
え
に
く
い
、
完
成
度
が
高
い
作
を
挙
げ
て
お
く
。

　
　
帰
雁

ほ
の
ぼ
の
と
そ
ら
は
か
す
め
る

　
　
　
　

よ
こ
雲
の
や
ま
た
ち
は
な
れ
か
へ
る
か
り
が
ね
（
二
二
〇
九
）

　
　
落
葉
埋
路

お
も
へ
ど
も
い
ら
ぬ
や
ま
ち
は
あ
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し
も
さ
て
や
こ
の
葉
ふ
り
つ
つ
（
一
三
九
七
）

　
　
夢
会
恋

お
も
ひ
ね
に
あ
ひ
み
る
夢
の
さ
む
る
こ
そ
鳥
の
ね
き
か
ぬ

　
　
　
　
　
わ
か
れ
な
り
け
れ
（
一
四
六
九
・
『
続
古
今
集
』
　
一
八
七
）

　
一
三
〇
九
歌
は
、
ほ
の
か
に
空
は
霞
ん
で
い
て
、
横
雲
が
山
を
離
れ
て
行
く

中
を
、
こ
の
地
を
離
れ
て
帰
っ
て
行
く
雁
で
あ
る
、
と
い
う
幻
想
的
で
美
し
い

作
。
藤
原
定
家
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
「
春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
橋
と
だ
え

し
て
峰
に
わ
か
る
る
横
雲
の
そ
ら
」
（
『
新
古
今
集
』
三
八
・
『
御
室
五
十
首
』
五

〇

八
）
の
影
響
下
に
あ
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
『
御
室

五
十
首
』
が
成
立
し
た
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
＝
一
月
以
降
正
治
元
年
三
月

以
前
よ
り
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
＝
二
九
七
は
、
入
り
た
い
と
思
い
な

一
（9）一
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が
ら
入
れ
ず
に
い
る
山
路
は
跡
形
も
な
く
埋
ま
っ
て
い
る
、
今
年
も
こ
う
し
て

過
ご

し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
、
木
の
葉
が
降
り
続
い
て
、
と
、
述
懐
の
要
素

を
加
え
て
詠
み
こ
な
し
て
い
る
。
一
四
六
九
は
「
鳥
の
ね
き
か
ぬ
わ
か
れ
」
の

表
現
が
優
れ
て

い
よ
う
。

　
以

上
、
歌
題
の
み
記
さ
れ
た
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
こ
の
中
に
は

習
作
的
な
作
が
三
五
首
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
重
出
歌
を
比
較
し
た
例
で
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
「
四
季
・
恋
歌
」
の
方
が
先
に
詠
ま
れ
、
そ
れ
に
手
が
加
え
ら

れ

た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
「
四
季
・
恋
歌
」
中
に
は

歌
合
・
歌
会
に
出
詠
す
る
際
に
複
数
の
歌
を
詠
み
、
不
採
用
と
な
っ
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
最
晩
年
の
作
も
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
初
学
期
の
作
と
は
思
え
な
い
完
成
度
の
高
い
歌
も
あ

り
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
長
い
期
間
に
詠
ま
れ
た
作
品
の
集
積
と
考

え
ら
れ
る
。

三
　
本
歌
取
詠

　
雅
経
の
歌
に
は
本
歌
取
が
多
く
、
最
も
多
い
『
建
保
四
年
院
百
首
』
で
は
、

本
歌
取
お
よ
び
、
本
歌
取
と
は
い
え
な
い
が
先
行
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
と
思
わ

れ

る
歌
が
合
わ
せ
て
五
五
首
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
や
や
少
な
い
も
の

の
、
「
四
季
・
恋
歌
」
一
七
四
首
で
は
、
本
歌
取
と
思
わ
れ
る
作
が
二
〇
首
、

先
行
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
作
が
四
四
首
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
雅

経
の
本
歌
取
に
つ
い
て
は
取
り
す
ぎ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
「
四
季
・

恋
歌
」
で
は
少
な
い
。
何
例
か
を
見
て
行
き
た
い
。

　
　
き
の
ふ
の
御
幸
の
事
を
お
も
ひ
て

き
の
ふ
み
し
は
な
の
み
ゆ
き
の
な
ご
り
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り
か
ひ
く
も
る
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
（
一
三
一
三
）

い

く
ち
よ
も
君
ぞ
か
た
ら
ん
つ
も
り
ゐ
て

お

も
し
ろ
か
り
し
花
の
み
ゆ
き
を
（
『
金
葉
集
』
二
度
本
五
二
〇
、
内
侍
）

　
　
嵯
峨
の
卿
二
品
の
第
へ
御
幸
な
り
て
、
し
ば
ら
く
御
所
に
て
あ
り
け

　
　
る
に
、
清
範
が
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
に
、
小
袖
つ
か
は
す
と
て

い

に
し
へ
は
ち
る
も
み
ち
ば
を
き
る
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
や
ま
も
い
ま
は
お
も
は
ず
（
一
三
九
九
）

あ
さ
ま
だ
き
嵐
の
山
の
さ
む
け
れ
ば
紅
葉
の
錦
き
ぬ
人
ぞ
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『拾
遺
集
』
巻
三
、
秋
、
一
二
〇
、
藤
原
公
任
）

　
雅
経
歌
二
首
は
、
非
題
詠
歌
で
あ
る
。
一
三
一
三
は
、
正
治
元
年
三
月
一
七

日
に
大
内
南
殿
に
花
御
覧
の
た
め
の
御
幸
が
あ
っ
た
翌
日
の
作
で
あ
る
。
雅
経

は
前
日
の
華
や
か
な
行
事
の
余
韻
に
浸
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
い
く
ち
よ

も
」
歌
は
、
花
見
御
幸
を
見
た
兄
永
縁
か
ら
の
歌
へ
の
返
歌
で
、
花
見
御
幸
を

さ
す
「
花
の
み
ゆ
き
」
の
表
現
が
雅
経
歌
と
共
通
す
る
。
本
歌
取
と
は
言
え
な

い

が
、
こ
の
表
現
が
雅
経
歌
以
前
に
用
い
ら
れ
た
の
は
こ
の
歌
の
み
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
雅
経
が
こ
の
表
現
を
「
い
く
ち
よ
も
」
歌
か
ら
摂
取
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

　
一
三
九
九
の
贈
答
の
相
手
で
あ
る
藤
原
清
範
と
の
贈
答
歌
は
、
『
明
日
香
井

集
』
「
四
季
・
恋
歌
」
中
に
他
に
一
組
あ
る
（
＝
二
二
八
・
二
三
一
九
）
。
ま
た
、

「嵯
峨
の
卿
二
品
」
（
藤
原
兼
子
）
第
へ
御
幸
が
あ
っ
た
際
の
歌
は
『
明
日
香
井

集
』
に
も
う
一
例
見
ら
れ
る
。

　
　
　
嵯
峨
卿
二
品
の
第
へ
御
幸
あ
り
て
、
庚
申
に
当
座
御
会
侍
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
年
十
月
十
一
日

　
　
　
　
山
家
落
葉

　
　

や
ど
ち
か
き
や
ま
は
あ
ら
し
の
ふ
く
度
に

一
（10）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
は
の
お
と
も
な
ほ
し
ぐ
れ
つ
つ
（
一
二
六
二
）

詞
書
中
の
「
同
年
」
は
建
保
四
年
。
武
藤
康
史
氏
は
、
「
年
月
無
記
な
が
ら
［
1

3
9
9
1
1
4
0
0
」
も
あ
る
い
は
こ
の
と
き
の
作
か
（
詞
書
よ
り
推
定
）
」

（注
七
）
と
さ
れ
る
。
「
い
に
し
へ
は
」
の
歌
は
、
公
任
歌
を
引
用
し
た
上
で
、

こ
の
小
袖
が
あ
る
の
で
嵐
山
の
寒
さ
も
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
と
述
べ
て
い
る
。

非
題
詠
歌
一
二
首
中
に
、
こ
の
ほ
か
に
先
行
歌
を
念
頭
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ

る
歌
は
二
首
あ
る
。

め

せ

し
ま
に
」
（
『
古
今
集
』
一
一
三
、
小
野
小
町
）
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　
一
三
九
一
の
詞
書
に
見
ら
れ
る
歌
合
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
通
り
こ
の
時
の

作
と
思
わ
れ
る
歌
は
他
に
見
い
だ
せ
ず
、
詳
細
不
明
で
あ
る
。
一
三
九
一
歌
は
、

元
久
二
年
九
月
九
日
『
百
首
和
歌
』
と
の
重
出
歌
で
、
私
的
な
百
首
歌
中
の
作

を
、
歌
合
の
際
に
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
著
名
な
古
今
歌
を
本
歌
と

し
、
同
じ
冬
の
歌
な
が
ら
、
本
歌
が
寒
さ
が
増
し
た
真
冬
の
吉
野
の
里
を
詠
む

の

に
対
し
、
冬
の
訪
れ
を
詠
む
。

承
久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
に
、
古
径
萩
を

『明日香井集』下巻の四季・恋歌

み

ち
の
べ
の
く
ち
き
の
や
な
ぎ
み
し
は
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
り
に
け
り
な
は
ぎ
の
下
露
（
一
三
四
二
）

　
　
柳
を

み

ち
の
べ
の
く
ち
木
の
柳
春
く
れ
ば
あ
は
れ
昔
と
忍
ば
れ
ぞ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『新
古
今
集
』
一
四
四
九
、
菅
原
道
真
）

　
　
建
保

四
年
十
月
歌
合
し
侍
り
け
る
に
、
初
冬

け
さ
よ
り
は
あ
ら
し
ふ
き
そ
ふ
み
よ
し
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

る
さ
と
さ
む
き
冬
や
き
ぬ
ら
ん
（
二
二
九
こ

み

よ
し
の
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と
さ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『古
今
集
』
巻
六
、
冬
、
三
二
五
、
坂
上
是
則
）

歳
暮
従
水
早

い
か

だ
お
ろ
す
そ
ま
や
ま
が
は
の
は
や
せ
が
は

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
の
く
れ
こ
そ
ほ
ど
な
か
り
け
れ
（
一
四
二
六
）

い
か
だ
お

ろ
す
そ
ま
山
河
の
み
な
れ
ざ
を
さ
し
て
く
れ
ど
も
あ
は
ぬ
君
か

な
（
『
古
今
六
帖
』
一
〇
一
五
・
『
新
勅
撰
集
』
七
一
二
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

　
　
（
旅
恋
）

し
る
や
き
み
す
み
だ
が
は
ら
に
袖
ぬ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ
ど
り
に
も
な
れ
を
と
ふ
と
は
（
一
四
三
四
）

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
事
と
は
む
宮
こ
ど
り
わ
が
思
ふ
人
は

　
あ
り
や
な
し
や
と
（
『
古
今
集
』
巻
九
、
轄
旅
、
四
一
一
、
在
原
業
平
）

（11）

　
　
　
雅
経
歌
二
首
は
、
詠
作
時
期
の
判
明
す
る
題
詠
歌
で
あ
る
。
一
三
四
二
は
道

　
　
真
歌
を
本
歌
と
す
る
。
初
二
句
と
「
春
」
の
語
を
取
っ
て
い
て
や
や
取
り
す
ぎ

　
　
か

と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
季
節
を
秋
に
移
し
萩
の
歌
に
転
じ
て
い
る
点
は
巧
み

　
　
で

あ
る
。
道
真
歌
は
、
枯
れ
た
柳
を
見
て
、
昔
は
美
し
く
芽
吹
い
た
の
に
と
思

　
　
い

出
さ
れ
る
と
詠
む
が
、
雅
経
歌
は
そ
の
春
か
ら
も
さ
ら
に
時
が
経
過
し
た
景

斑－
　
を
詠
む
。
「
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が

　
雅
経
歌
二

首
は
、
歌
題
の
み
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
四
二
六
の
題

は
、
こ
の
歌
以
外
の
作
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
歌
は
恋
の
歌
で

あ
り
、
上
句
は
無
心
の
序
で
あ
る
が
、
雅
経
歌
で
は
こ
れ
を
比
喩
と
し
、
年
の

暮
れ
の
時
の
流
れ
の
速
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
る
。

　
一
四
三
四
は
、
一
致
す
る
語
句
は
「
都
鳥
」
の
み
で
あ
る
が
、
「
隅
田
川
」
も

詠
み

こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
伊
勢
物
語
』
九
段
も
念
頭
に
詠
ん
で
い
る
も



臼

　
の

と
思
わ
れ
る
。
「
名
に
し
お
は
ば
」
歌
の
内
容
に
、
都
に
い
る
恋
人
へ
の
問
い

ー
　
か
け
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
本
歌
へ
の
依
存
度
が
大
き
い
。

　
　
（
冬
歌
の
中
に
）

秋
を
や
く
こ
の
葉
の
色
や
の
こ
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
に
た
え
ぬ
や
ど
の
う
つ
み
び
（
一
四
二
三
）

含
雨
嶺
松
天
更
霧
　
　
焼
秋
林
葉
火
還
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『和
漢
朗
詠
集
』
松
、
四
二
六
、
大
江
朝
綱
）

　
　
寄
秋
風
恋

秋
か

ぜ
は
君
が
き
き
を
や
よ
き
て
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
の
あ
は
れ
も
し
ら
ず
が
ほ
な
る
（
一
四
四
七
）

　
　
鶏
人
暁
唱
　
声
驚
明
王
之
眠

亮
鐘
夜
鳴
　
響
徹
暗
天
之
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『和
漢
朗
詠
集
』
禁
中
、
五
二
四
、
都
良
香
）

　
一
四
二
三
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
中
の
漢
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
例
以
外
の
雅
経
歌
で
漢
詩
を
念
頭
に
詠
ん
だ
と

思

わ
れ
る
歌
は
管
見
に
入
ら
ず
、
こ
の
詩
に
拠
っ
た
「
秋
を
や
く
心
ち
こ
そ
す

れ
山
ざ
と
に
紅
葉
ち
り
か
ふ
木
が
ら
し
の
風
」
（
『
堀
河
百
首
』
秋
、
紅
葉
、
入

五
七
、
源
師
時
）
な
ど
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
四
四
七
は
、
秋
風
は
あ
な
た
が
聴
く
こ
と
を
よ
け
て
吹
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
、
あ
な
た
は
ま
る
で
物
事
の
情
趣
も
知
ら
な
い
か
の
よ
う
で
す
、
の

意
と
な
り
、
「
き
き
」
は
「
聴
き
」
と
考
え
ら
れ
る
。
「
君
が
き
き
」
の
作
例
は

ほ
か
に
な
く
、
あ
る
い
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
拠
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
本
歌
取
詠
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
本
歌
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
例
は
少

な
く
、
む
し
ろ
、
先
行
歌
を
念
頭
に
詠
ん
だ
か
否
か
の
判
断
に
迷
う
作
の
方
が

多
い
。
ま
た
、
一
三
九
九
・
一
四
二
四
の
よ
う
に
、
本
歌
か
ら
取
っ
た
の
は
一

語
で

も
本
歌
取
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
作
も
あ
る
。
二
二
二
二
の
よ
う
に
作
例

の
少
な
い
表
現
に
着
目
し
た
と
思
わ
れ
る
例
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ
る
。

四

　
ま
と
め

　
以

上
、
「
四
季
・
恋
歌
」
に
つ
い
て
、
歌
題
・
歌
題
の
み
記
さ
れ
て
い
る
歌
・

本
歌
取
詠
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
作
例
の
少
な
い
歌
題
を
も
と
に
、

『月
詣
集
』
や
そ
の
撰
集
資
料
と
な
っ
た
寿
永
百
首
家
集
、
お
よ
び
六
条
家
歌

人
の
家
集
な
ど
か
ら
題
を
選
ん
で
使
用
し
た
と
い
う
一
つ
の
可
能
性
を
提
示
し

て

み
た
。

　
ま
た
、
題
の
み
の
歌
に
は
初
学
期
の
歌
か
ら
最
晩
年
の
作
ま
で
が
含
ま
れ
て

い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
、
い
く
つ
か
の
点
か
ら
示
し
た
。

　
で

は
、
雅
経
の
初
学
期
と
は
い
つ
頃
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
、
雅
経
二
〇
歳
の
時
に
父
頼
経
は
源
義
経
に
同
心
し
た
罪
科
で

伊
豆

に
流
さ
れ
た
。
そ
の
後
雅
経
も
鎌
倉
に
下
向
し
、
建
久
八
年
（
＝
九

七
）
二
八
歳
の
時
に
後
鳥
羽
院
の
命
に
よ
り
上
洛
す
る
ま
で
在
住
し
て
い
た
。

詠
作
時
期
が
判
明
す
る
最
も
古
い
作
品
は
、
翌
建
久
九
年
五
月
の
『
鳥
羽
百
首
』

で

あ
り
、
雅
経
が
い
つ
頃
和
歌
を
詠
み
始
め
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
年
齢
を
考
え
れ
ば
鎌
倉
下
向
以
前
に
既
に
詠
作
を
開
始
し
て
い
た
と
考
え

て

よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
歌
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
に
述

べ

た
、
「
四
季
・
恋
歌
」
と
、
六
条
家
歌
人
の
歌
集
等
お
よ
び
『
月
詣
集
』
や

寿
永
百
首
家
集
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。
第
一
節
に
記

し
た
よ
う
に
、
雅
経
以
前
の
作
例
の
少
な
い
歌
題
が
見
ら
れ
る
歌
集
の
多
く
が

西
暦
＝
八
〇
年
前
後
の
成
立
で
あ
る
が
、
雅
経
が
鎌
倉
へ
下
向
し
た
の
は
そ

の

少
し
後
の
文
治
五
年
以
降
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
壇
の
状
況
を
見
る
と
、
清
輔

（12）
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が
没

し
た
の
は
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
で
、
こ
の
後
御
子
左
家
の
藤
原
俊
成

が
歌
壇
の

第
一
人
者
と
な
り
、
雅
経
が
鎌
倉
に
在
住
し
て
い
た
間
に
藤
原
定
家

ら
が
新
風
和
歌
の
開
拓
を
開
始
し
て
い
る
。
雅
経
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら

れ

た
の
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
で
、
初
め
て
参
加
し
た
『
正
治
後
度
百
首
』

以

降
、
彼
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
雅
経

の

『正
治
後
度
百
首
』
は
院
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
評
価
を
得
る
た
め
に
、
上
洛
後
の
雅
経
は
主
と
し
て
定
家
ら
新
風

歌
人
の

作

を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
雅
経

が
六
条
家
歌
人
や
『
月
詣
集
』
等
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
鎌
倉
下
向
以
前
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
、
「
四
季
・
恋
歌
」
に
は
そ
の
頃
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

注
拙
稿
「
『
明
日
香
井
集
』
下
巻
部
類
歌
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期

大
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
一
集
、
二
〇
一
〇
年
）
。

二
　
重
出
歌
の
歌
番
号
を
示
す
。

三

二〇七九六、　　 、　　 、　　 、　　 、

四四四三三
二ニー九八
七ニー・一一〇
’ll．¶．｜｜ll’ll．

五五五五七
一 〇〇〇七
四九六〇八
〇　　、　　、　　、　　、

＝
二
四
八
1
1
七
六
七
、

一
三

八
一
1
1
四
九
八
、

＝
二
九
四
1
1
五
〇
一
、

一
四
一
九
‖
五
一
一
、

一
四
二
三
非
五
二
二
、

一
三
七
七

甘
七
七

一
三

九
〇
1
1
四
九

一
四
〇
八
非
五
〇

］
四
二
一
甘
五
一

］
四
二
四
1
1
五
一

こ
の
ほ
か
の
詞
書
は
、
「
夏
歌
の
な
か
に
」
「
荻
歌
よ
み
け
る
な
か
に
」

「月
歌
あ
ま
た
よ
み
侍
り
け
る
な
か
に
」
「
氷
を
よ
め
る
」
「
冬
歌
よ
み

け
る
な
か
に
」
「
冬
歌
の
中
に
」
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
題
詠
で
は
な
い
作

が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
判
断
が
つ
か
な
い
た
め
題
詠
歌

と
し
て
扱
っ
て
お
く
。
な
お
、
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

四五⊥ノ＼七

拙
稿
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
千
日
影
供
百
首
和
歌
』
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』

第
一
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）
、
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
春
日
社
百
首
』
詠
」

（『十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
六
集
、
二
〇

〇

五
年
）
、
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
百
日
歌
合
』
詠
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子

大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
七
集
、
二
〇
〇
六
年
）
で
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
。

拙
稿

「飛
鳥
井
雅
経
の
『
建
保
四
年
院
百
首
』
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』

第
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）
、
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
百
首
和
歌
』
（
元
久
二

年
九
月
九
日
）
詠
」
（
『
十
文
字
国
文
』
第
一
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）
で

検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
『
建
保
四
年
院
百
首
』
に
は
、
そ
れ

以
前
の
雅
経
の
私
的
な
百
首
歌
中
の
作
と
同
一
あ
る
い
は
類
似
の
作
が

存
し
、
私
的
な
百
首
歌
中
の
作
を
再
利
用
し
た
り
改
作
し
た
り
し
た
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
た
。

こ
の
二
組
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
飛
鳥
井
雅
経
の
『
建
保
四
年
院
百
首
』

詠
」
で
扱
っ
た
が
、
そ
の
際
に
一
三
七
七
歌
に
つ
い
て
一
三
七
五
の
承

久
二
年
七
月
十
七
日
影
供
三
首
と
同
じ
機
会
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
は
な

い

か

と
述
べ
た
が
、
一
三
七
五
と
同
じ
機
会
に
詠
ま
れ
た
の
は
一
三
四

二
・

一
四
四
六
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
す
る
。

「藤
原
雅
経
年
譜
」
（
『
一
二
田
国
文
』
二
、
一
九
八
四
年
三
月
）
。
な
お
、

同
じ
時
の
後
鳥
羽
院
の
歌
が
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
見
え
る
。
「
同
十
月

十
一
日
庚
申
、
嵯
峨
殿
　
山
家
落
葉
　
嵐
や
ま
わ
が
身
世
に
ふ
る
な
が

め

し
て
は
な
の
に
ほ
ひ
の
庭
の
も
み
ち
ば
」
（
一
七
四
二
）
。

一
（13）
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